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科ｺｰﾄﾞ RB1 

科目ｺｰﾄﾞ  

             

科  名 ファッション流通科１年 

科目名 ファッションビジネス 

単  位  4単位 

授業期間   通年 

 
担当教員(代表)：高橋 優 共同担当者：佐草 勇樹／澤谷 目童 

 
【授業概要・到達目標・レベル設定】 

ファッション業界における基礎知識(FBの変遷、産業構造、流通の仕組み等)の十分な理解を目標とし、学びの成果としてファ

ッションビジネス能力検定試験 3級の取得を目指す。 

また、各ジャンルでのトピックスを盛り込みながら、変化の激しいファッション業界に対応するための思考力を養う。 

企業コラボレーションではテーマに沿った企画立案をし、プレゼンテーションを通し企画力・発信力を向上する。 

  

【授業計画】（全 56コマ） 

ファッションビジネスとは 2 ・ファッションビジネスにおけるファッションの特性を理解する 

・ファッションビジネスの定義を理解し、それに求められる資質を理解する 

ファッションビジネスの変遷 4 ・1950年代～1970年代 

・1980年代～2010年代 

・今、知っておくべきファッションビジネストレンド 

・今後を予測してみよう 

産業構造・流通・生産・職種 4 ・アパレル業界の産業構造を知り、各産業の役割や動向、業界のサプライチェーンの今 

と変化を理解する 

・モノや情報がどのように消費者に届くのか流通の仕組みや構造を理解しする 

・生産に関わる仕事領域と貿易の基礎知識を学ぶ、業界内外の職種の特徴と業務を産業 

構造を通して理解する 

【前期コラボレーション】 

プロモーション企画演習 

◆ラフォーレ原宿 

 

14 《愛と狂気のマーケット》に向けたプロモーション企画演習。 

リサーチ・企画提案・プレゼンテーションの企画立案の基本を体感する。 

➀目的や目標を明確にしたリサーチ力向上 

➁リサーチ結果をもとにした分析・提案力の向上 

③コミュニケーション力向上 

④プレゼンテーション力向上 

前期末試験説明・対策 1 ・前期授業振り返り 

経営と情報活用 2 ・アパレル業界における経営とプロモーションに関する基礎知識を理解する 

・ファッショントレンドが生まれるまでの情報の流れを理解する 

ファッションマーケティングと 
ファッションマーチャンダイジング 

2 ・マーケティングの基礎知識を理解する 

・マーチャンダイジングの業務領域と役割を理解する、VMDの役割と手法を理解する 

計数管理 2 ・ファッションビジネスに用いられる数字(計数)を知り、数字とビジネスのつながりを 

理解する 

・計算演習を通じて数字からの現状分析や数字から課題などを読み解く 

ファッション販売 1 ・販売の役割を知り、販売員と店舗の在り方を再確認する 

企業とルール 1 ・社会における一般常識としての会社の仕組みや規定、ルールを理解する 

ファッションビジネス能力検定対策 6 ・検定の傾向を知り、過去問を解きながら自身の苦手箇所を洗い出し、効率的・集中 

的に学びながら検定取得を目指す 

【後期コラボレーション】 

社会的課題を発見・理解し 

ファッションを通して発信する 

◆SHIBUYA109 

16 

 

企業との取り組みを通し、社会的課題への理解を深め、自身の感性をふまえて 

課題解決に向けた発信・提案をする。 

SHIBUYA109渋谷店でのエキシビションを想定し、クライアント・ターゲット、 

コンセプトを設定する。 

➀クライアントが求める企画立案 

➁目的・目標を明確にしたリサーチ 

③リサーチ結果をもとにした分析・提案 

④感性と理論の視点を持った企画提案 

⑤商品企画を活かすコーディネート撮影 

⑥プロモーションに必要な PCスキル 

⑦プレゼン力の向上 

総復習 1 ファッションビジネスの基礎まとめ 
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主要教材図書  文化ファッション大系 改訂版ファッション流通講座①ファッションビジネス 流通基礎編 

         ファッションビジネス［Ⅰ］ファッションビジネス能力検定試験 3級準拠 

 

参考図書     

その他資料    
 

授業の特徴と担当教員紹介 
アパレルマーケティング企業において、市場調査やアパレル企業、商社向けの企画提案を行っていた教員による授業である。 

  

 

 

 

 

【評価方法・対象・比重】 

  S～C・F 評価 

 ・出席状況 25％ ・ファッションビジネス能力検定 25％ ・レポート/プレゼン資料 25％ ・前後期試験 25％ 
 

記載者氏名 髙橋 優 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  RE2 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通科２年リテールプランニングコース 

科目名 ビジュアルマーチャンダイジング 

単  位     ２ 単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)： 渡邊純子 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

五感に訴える売り場づくりの戦略である VMDの基礎知識とテクニックを習得する。文化祭のショップ「R E T E 

N T」で実践すると共に、「実店舗における VMD計画」を企画することで、就職活動や実社会でも活用できるよう

にする。 
 

【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 

VMDとは何か [お店の GOOD&BAD・VMDの相関図・見せ場と買い場・購買心理] 講義 2 

MP（VP・PP・IP）について 講義 1 

VMDの目的と役割 [導線・ゴールデンゾーン] 講義 1 

文化祭 RETENT  店づくりについて（店舗イメージ・什器について・レイアウト図作成・模型作成） 講義・グループ活動 3 

文化祭 RETENT  エントランス展示を考える（一点透視図の作成） 講義・グループ活動 1 

商品 POPの描き方 講義・演習 1 

ディスプレイ テクニック 1 <マネキン＆ボディについて> グループ演習 3 

ディスプレイ テクニック 2 <基本構成・商品陳列について> グループ演習 2 

ディスプレイ テクニック 3 <レイダウン・テグスワーク・ピンナップ・ピンワーク＞ グループ演習 4 

課題「仮想店舗における VMD計画」企画書作成＆演習  プレゼンテーション 個人企画・演習 9 

   

   

 
【評価方法】  

S〜C・F評価 学業評価70% (中間テスト・提出物・最終課題) 

        授業姿勢30% (出席状況・協調性) 
 
主要教材図書   文化ファッション大系ファッション流通講座⑧「ディスプレイ・VP・VMD」文化出版                  

参考図書     VMD用語辞典 

その他資料    プリント配布  
 

 

記載者氏名  渡邊純子 
 

授業の特徴と担当教員紹介  
グループにて文化祭のショップ『RETENT』の VMD に取り組み、最終課題では個人企画を考える。 

百貨店、大型商業施設、展示会にて VMD の企画・デザイン・施工に携わる。その実績を活かし講義と実技の両方向で VMD を伝える。    

「商品装飾展示技能検定」を推奨しており、受検対象者には対策のセミナーを行う。 
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科ｺｰﾄﾞ  RE2 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 リテールプランニング 

科目名 セールスプロモーション 

単  位 13    単位 

授業期間 通期 
 
担当教員(代表)：藤岡麻生 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

社会で通用する専門用語とコミュニケーションを駆使した実習型のカリキュラムにて構成（生徒の業界に対する

興味関心事も状況に応じて組み込み。アパレル企業の初年度程度と同等レベルで体験を行う。 

 
【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 

市場の理解 座学 1 

市場の理解 座学 1 

市場の理解 座学 1 

リテント実施に向けて 座学 1 

リテント実施に向けて グループ実習 1 

制作・ストーリー作成 グループ実習 1 

制作・ストーリー作成 グループ実習 1 

制作・ストーリー作成 グループ実習 1 

販売前実習 グループ実習 1 

販売前実習 グループ実習 1 

販売前実習 グループ実習 1 

販売前実習 グループ実習 1 

振り返り グループ実習 1 

   
 
【評価方法】  

出席率及び授業への参加意欲、課題提出、運用アカウント実績評価 

 
主要教材図書                   

参考図書  

その他資料  
 
授業の特徴と担当教員紹介  
日本外国語専門学校エアライン科キャビンアテンダント専攻卒業後、アパレル企業へ新卒で入社。販売員、店長、ブランド

インフルエンサー、エリアマネージャーマネージャーを経て本社新設部署にて SNSマーケティングを学ぶ。
自身が経験してきたことを含め、マーケティング用語を覚え、SNSを使用し、アパレル販売を行えるようにな
る。 

 
記載者氏名 藤岡麻生 
 

文化服装学院教務部 
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